































































































































































に, Homgren et al.のスループット･コスティングの考察に基づいて,学位論
文提出者の考えるスループット会計の計算構造と体系が提示されている｡
第4章から第6章にかけては,管理会計の体系一経営計画とコントロールのた
めの会計と,経営意思決定のための会計一に別してTOCにおける管理会計的側
面の諸問題の考察がなされている｡第4章では,管理会計の体系のうち経営計画
の側面からTOCにおけるスループット会計が考察されている｡そこでは,伝統
的なCVP分析にTOCの制約の概念を取り入れてCCP分析へ拡張され,スルー
プット会計が短期利益計画の立案にも有益なことが明らかにされた｡
第5章では,管理会計の体系のうち経営計画とコントロール,すなわち業績管
理会計の側面からTOCにおける業績評価システムが考察されている｡その分析
手法としては,バランスト･スコアカードの活用が試みられている｡TOCスコ
アカードは,財務の視点,顧客の視点,業務の視点,制約の視点という4つの視
点から構成され,全体最適を志向する業績評価システムの構築が行われている｡
第6章では,管理会計の体系における経営意思決定の側面からスループット会
計が考察されている｡具体的には,業務的意思決定と戦略的意思決定の問題につ
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いて分析のための各モデルが構築され,線形計画法を活用しながらシナリオ分析
が行われている｡その結果として,スループット会計が長期的な戟略的意思決定
をも対象としていることが明らかにされた｡
最後に,第7草では本研究の内容を総括し,結論を述べるとともに,あわせて
将来への展望が示されている｡
2.本論文の特徴と問題点
本論文が学界に果たす理論的貢献の特徴を一言でいえば, TOCとスループッ
ト会計を体系的に研究している点である｡具体的にみると,以下で述べるような
すぐれた特徴と独創的な点が見られる｡
第1の特徴は,わが国で初めて管理会計の分野においてTOCとスループット
会計を本格的に学位論文として取り扱っている点にある1'｡システムの全体最適
を志向するTOC研究の重要性は経営学の諸分野において指摘されているとおり
であるが,これまでTOCにせよスループット会計にせよ,これらの体系的な研
究は存在していなかった｡その意味で,本研究はこの分野での新しい方向性を示
したといえる｡
第2に,分析視座がユニークな点である｡本論文では, TOCの管理会計的側
面を, ①システム思考と, ②マネジメントコントロール論の観点から整理して
いる｡ 1つは, TOCが2つのシステム思考-ハードシステム･アプローチとソ
フトシステム･アプローチ一に基づいていることを明らかにしている｡このこと
は,今後のTOC研究にとって新たな視点をもたらした意義は大きく,管理会計
においてもシステム思考の必要性が指摘されている｡もう1つの特徴であるマネ
ジメントコントロール論については,血仇onyの貢献を踏まえた上で, Simons
の4つのコントロール･レバーと伊丹の影響システム･情報システムの観点が適
切な形で取り入れられている｡
第3に, TOCにおける管理会計的側面を多様な論点から検討している点に優
れた特徴が見出せる｡従来の研究では,スループット会計によるプロダクト･ミ
ックスの意思決定を中心にTOCを論じる傾向にあった｡しかしながら,本論文
では, TOCが基礎としているパラダイム,スループット会計の基礎概念と基本
構造, TOCの適用によるCVP分析の拡張, BSCアプローチに基づくTOCの業
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績評価システム,スループット会計による業務的および戦略的な経営意思決定,
TOCとABCの関係など,非常に多面的にTOCおよびスループット会計を考察
している｡
本論文には,以上のようにすぐれた特徴がある｡しかし,本論文に対しては,
問題点が全くないわけではない｡それは,分析視座に取り上げたシステム思考の
理解の仕方において,そしてまた,新しいマネジメントコントロール論の考え
方を用いてTOCのフレームワークを整理する際の理論構築の荒さが全くみられ
ないとは言えない,ということである｡
以上,本論文のすぐれた特徴とともに問題点を指摘した｡しかし,これらの問
題点は本論文の貢献に比べれば些純なものであり,本論文の学界への貢献をいさ
さかも否定するものではない｡
3.本論文の評価
以上で述べたとおり,本論文ではTOCにおける管理会計的側面が検討される
とともに,わが国で初めてスループット会計の体系化が行われた｡論文を通じて
システムの全体最適の思想が一貫して保たれながら,スループット会計に関する
多岐にわたる問題点の考察がなされ,随所で独創的な試みが行われている｡特に,
TOCがシステム思考およびマネジメント･コントロール論という切り口から考
察され,スループット会計の体系化が管理会計の体系に別して行われた点は,当
分野において少なからぬ貢献をしているものと認められ,高く評価できる｡今後
は,学位論文提出者の理論面でのさらなる深化と,実務面での応用へと研究を進
展させることを期待したい｡
注
1) NACSIS-IR学位論文索引データベース, 2004年12月1日調べ｡
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